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2． 細胞診
Diagnostic　Cytolotgy

は じめ に

　細胞診は，子宮 の頸 がん や体がん検診で 用い られ るように ，悪性腫瘍を ス ク リーニ ン グ

す るための検査法 と して重要 で あ る，特に ，子宮頸がん検診に おける細胞診 は，死亡 率を

減少させる有効な検査法 と して証明 されて い る ．

　細胞診とは，目的の臓器から採取 し，固定ならびに染色を施 した細胞を鏡検するこ とで，

形態学的に診断する検査法 で あ り．検体採取にあた っ て は，ス ク リー
ニ ン グや診断の 目的

に沿 っ た方 法を選択 しなけれ ばな らない ，採取 した検 体の 処理 は，直接 プ レパ ラ
ー トに塗

抹 する方法 が基本 であるが．他 にも洗い 出 し法 セルブロ ッ ク法 や米国で 取り入られて い

る liquid　based　cytology な どがあ る．婦人科領域における細胞診 は，細胞な らびにその

背 景の所見 から，主 たる病変や随伴す る病変の診 断の他 ，内分泌環境 を知 る重要な手段と

もなる ．

　 本稿においては，細胞診 における採取法 そ して子 宮頸 部と子宮内膜の 細胞診を中心と

した直接塗抹法 に基づ く細胞診の 読み方につ い て 述べ ，さ らに，判定方法 とその 取扱 い に

つ い て も触れる ，

1）細胞採取法

　 （1）外陰

　外陰は角化重層扁平上皮に覆われて い るの で ，表面 の擦過による器質的疾患の 診断的意

義は少ない．しか し，感染症あ るいは腫瘍性病 変によ り外陰 にびらんや潰瘍を形 成する場

合に ，生理食塩水 を浸 した綿棒やヘ ラで 同部を擦過 する こ とによ り，病原微生物，感染に

伴 い 変化 した細胞 ，あ るい は腫瘍細胞を捉 え得 ることがある．

　（2）腟

　腟鏡診により腟粘膜に異常が認め られる場合には，同部を綿棒やヘ ラで擦 過する 、外陰

と同様 に，病原微生物，感染細胞ある い は腫瘍細胞な どを捉え る こ とがあ る．また，内分

泌 環境の評価を目的とす る場合には，腟上 1／3の腟壁を綿棒 によ り擦過 する，

　（3）子宮頸部

　細胞診 を施行す る際 には．双合診，腟洗浄 やそ の他の 腟 内操作の 前 に，腟 鏡診 で子 宮腟

部 全体 を視野 に入れ，十分 に観察することが重要 である．性成熟期の 健常女 性に多くみら

れ る生理的 な腟部びらんは，組織学的には扁平 ・円柱上皮境界か らその 内側 の 円柱上皮の

領 域に相 当する（図 C−2− 1），この 扁 平 ・円柱上皮 境 界を 中心 に扁 平上皮 癌 が，また，内

側 の円柱上皮の領域 に腺癌が発生することから，細胞診を施行す るうえで重 要な領域 とな

る ，こ の びらんの 範囲は内分泌環境や個人差によ り異な る が，子宮腟部にみ られ る場合に

は同部 を擦過 して細胞を採取す る．閉経期以降 においては，扁平 ・円柱上皮 境界 が頸管側

に 移動す る ため ，腟部び らん として み られ な い こ とが多い （図 C −2−1）．この よ うな場合

に は，頸管か ら細胞を採取す るこ とに 心掛ける．採取器具 には，綿棒 ブ ラシ またはヘ ラ

な どがあ る（図 C −2−2）．細胞 診に引 き続 き コ ルポス コ ピー検査 を行 う場合や 出血 を きた
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い 簽．蠻管粘液が多く，臨廉的に子 蠶 頸郵
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られ る場合に は，蕊接潅射器て噸 籥粘液を

吸鱗し生靈農塩水 で鵝 駅 した後に遠心 し，
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　（4）峯竃体部 （子宮内蹙細胞）

　 こ齢慰頸部の 緇驪診 とは翼な り，了宮内膜

総胞 は釐視下 て牒 取することが不曙畿 であ

る，したが っ て．双 愈診を まず行 い ，孕 謝
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双合診で翼 鳶が認め られる場合 に は経鰹超畿殺断魑法検査を併 せて 行い ，子禽の状態を確

認 してお くこ とも，検食 ｛こ確 う疼痛髪 軽減 し糧溝に 行う手 だて となる．次い で，罐鐶下 に．

畢謝 谿 随 消霧 後 細胸採取 器異を簿入する，挙営内藤紬 胞言羹嫉 擦過 法も しくは吸引法

で紬胞採取 を行
『
う．前書 に は内膜ブラ シ，エ ン F

“
　V 　−f

．
卜．ソ フ トサ イ ト．エ ン ドサ ーチな

どがあ りs 後者 には罐淵式吸 引チ ー／1．　一一プがあ る （図 （］：−tt−3）．擦遇法で は．頸管 内 の鞭胞

が灑入 しない よう に 先端 を外繭内に 入れた状難で子 宮内に挿入 し，揮入 した侵 さを確認 し

た後 に孑宮 内腔に先端を出ず．内膜ブラ シ

とエ ン ドサイ トで は，飃転 する こ とに よ り

細胞を採取 し，ソ フ トサ ・イ トや x ン ドサ
・一一

チで は先蝓の ル
ープを擦過す る こ とで細 胞

を採 撫 す る （醫 C−2−−4）．殿引法 で は，増

淵式吸麟器に tT
−
　＝．、一 ノを取 t丿付け，早窟鑠

内に簿入 した後、注i射器内蘭の 穴を指で塞

ぎながらこ れを引き，渡射器内を険桜 に 写

るこ とで子 潔毓内の 細腱 を チ ュ
ー

ブ内 に吸

引す る （靄 じ一2認 ）．こ の 操作 を 数置i繰 り

遺すこ とで 細胞を採取 し，内筒の 穴を鰯放

した状熊 で，磯 劃チ 譲．．・．ブを 写宮内腔 から

鍛 り出す．擦過法は ，吸引法に比べ て甎鮮

な細胞を糶靄に標取 する こ とがて醗i，職 に

は絶織断垰も樽 られ飆織診にイナ辷す ることが

できる とい う利点も ある．…
カ，吸引滋 は
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“
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伴う疼痛が擦過法に比較 して 軽度で あ る．閉経後の未経産女性や高齢者におい て ，こ れら

の 採取器具の 挿入が困難な場合があ る，こ の ような時には，マル チ ン単鉤鉗子で 子宮腟部

を把持，牽弓1して子宮 ゾンデを挿入し方向を確認 する こ とで ，多くの 場合挿入が可能とな

る．

　（5）腹水細胞診（腹腔洗浄細胞診）

　子宮体癌や卵巣癌の臨床進行期の 決定に おい て ，開腹時の腹水あ るい は腹腔洗浄細胞診

が必要条件の ひとつ で ある．開腹下に 注射器に て 採取 した腹水あ る い は生理食塩水に よる

腹腔洗浄液には，フ ィ プ リン の 析出を防ぐため に．抗凝固剤（二 重 シ ュ ウ酸塩 EDTA ，

ヘ パ リン ）を加え，遠心するこ とで細胞 を集 め．標本を作成す る．

　腹水細胞診 は．基本的には開腹手術下に施行すべ きである．しか し，高齢 ，合併症，あ

るい は進行した卵巣や腹膜の 悪性腫瘍に伴う全身状態不 良によ っ て開腹術 に踏み切れない

日寺に，腹 水細 胞診 が臨床診断の方向づ けを し，組織診断に代 わることもある．腹水の細胞

診を自的 とした腹腔穿刺は，経腹超音波断層法ガイ ド下に腸管を避け，穿刺吸引 にて検体

を採取す る．

2）細胞診の 読み方

　細胞診の 鏡検を始め る前に患者の氏名，採取部位，採取方法 染色 法の確認 を行 う必要

がある，鏡検 時に注意すべ きことは，診断 に適す る細胞採取方法 塗抹時の細胞変性 の有

無 固定状i兄 染色状態などをチ ェ ッ ク しな がら鏡検を行 うことが重 要である．

　細胞診で 診断を行う際に は ，腫瘍由来の 細胞の 同定，病原微生物な どの発見 が主 体 であ

る．しか し，婦人 科領域に おい ては以下 の 2 点が診 断の上 で要求 され る．すなわ ち，内

分泌細胞診で代表される ように 内分泌環境に よる細胞の 変化を捉えなければな らない 点，

また，腹腔内と腟腔が卵管，子宮腔 ，頸管を介 し交通を有す るこ とに よ り，局所の 細胞診

におい ても，他の 部位からの 遊走 した細胞を捉える可能性があ り，細胞以外に背景 も考慮

に入れなけ ればならない 点で ある ，

　本稿にお いて は，パパニ コ ロ ウ染色における子宮頸部な らびに 子宮内膜の細胞診の 所見

を 中心 にその 概要 に つ い て記載する．

　1，子宮頸 部 ・
子宮 内膜 の正 常細胞

　 1）子宮頸 部の扁平上皮 細胞

　扁平 上皮層深部の 基底膜側にあ る基底細胞は未熟で 円形小型の 細胞であ り．表層 に向

か っ て 成熟するに する ととも に傍基底細胞（付図 C −2−1），中層細胞，表層細胞 （付 図 C −2−

2）とな り，その 細胞質 は大き く，かつ 薄く な り多角形 を呈 する．核は 中心性円形 で ，大

きさは成熟するに 従 っ て 小さく なる ，基底細胞は通常の細胞診標本には出現 しない ，

　2）子宮頸部の 円柱上皮

　頸管の 上皮 は，一層の 高円柱上皮細胞 からな り，線毛 円柱上皮細胞と粘液産生円柱上皮

細胞からな り，粘液産生円柱上皮細胞がより多く出現する（付図 C −2−3）．

　3）子宮内膜の 腺管上皮 と間質 細胞

　子宮 内膜 は腺細胞と間質細 胞からな る ．月経周期 に応 じて 周期性変化がみ られ ，月経と

ともに脱落す る．月経期に施行された子宮腟部の 標本中に これ らの 細胞が出現 するこ とが

ある．子宮内膜の 細胞診で は，腺細胞は頸管円柱上皮細胞に比べ 小型 であ り，円柱状 から

立方形の細胞形態を示 し，核 も小型類 円形 で，時に核小体が観察される ，細胞集団として

出現する こ とが多く，増殖期で は細胞質に乏 しい細胞 が密 に集合 した所見を呈 し（付 図 C−

2−4），分 泌期で は細胞質 が豊富で 境界 明瞭な 細胞が疎に 存在 する細胞集団 と して捉 え ら

れる （付図 C−2−5）．
　2．内分泌細胞診
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